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未来への心をつなぐパートナー



お
い
し
い
を
届
け
た
い

　
福
島
市
在
庭
坂
で
キ
ュ
ウ
リ
と
水
稲
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
の
作
っ

た
も
の
を
食
べ
て
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
。
も
と
も
と
祖
父
母
が
農
家
で
、
ナ
シ

と
小
菊
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。「
続
け
る
人
が
い
な
い
の

は
も
っ
た
い
な
い
。
ど
う
せ
作
る
な
ら
喜
ば
れ
る
も
の
、

食
べ
物
を
も
ら
っ
た
ら
自
分
も
嬉
し
い
か
ら
あ
げ
た
ら
喜

ば
れ
る
食
べ
物
を
作
り
た
い
」
と
農
家
に
な
る
決
心
を
し

ま
し
た
。

　
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
は
、Ｊ
Ａ
で
蔬
菜
の
市
場
出
荷
向
け
の

説
明
会
が
あ
り
営
農
指
導
員
か
ら
勧
め
ら
れ
て
始
め
ま
し

た
。
指
導
員
に
１
か
ら
教
わ
っ
た
り
、Ｊ
Ａ
の
き
ゅ
う
り
部

会
の
指
導
会
に
参
加
し
て
他
の
人
の
畑
を
見
た
り
、
ネ
ッ

ト
で
調
べ
た
り
と
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。
な
に
も
わ
か

ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
周
り
の
人
が
い
ろ

い
ろ
教
え
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
な
の
で
日
々
を
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
気
候
や
生
育
な
ど
毎
年
変
化
が
あ
る
し
、
農

業
は
自
分
の
決
断
で
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
る

の
で
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

　
目
標
は
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
。
２
年
目
に
は
面
積

を
増
や
し
、
４
年
目
に
は
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
５
年
目
に
は

半
促
成
と
抑
制
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
は
年
２
作
か
ら
１

作
に
し
、
経
費
削
減
や
省
力
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
、
収

入
を
増
や
し
た
い
で
す
。

常にチャレンジを続ける宏樹さん

セ　リ
Seri

福島地区／福島市

安齋　宏樹 さん（31歳）

02

04

10

15

20

22

24

25

26

28

27

30

31

32

若手生産者　表紙の人

特集　集落組織

J-FAP ふくしま魅力発見

みらいろトピックス

営農情報
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みらいろ作品展

元気にすくすく「みらいっ子」

創造的自己改革

福島大学　学生日記
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未来サービス

進めよう！国消国産

ドローンで見るふくしま未来

お知らせ

クロスワードパズル

家庭菜園のススメ

今月の直売所出荷者さん

イベント情報

Contents

旬な

農産物

若手生
産者

表紙の
人

就農５年目
栽培品目・面積
キュウリ（露地 20ａ）（施設 4ａ）、
水稲 50ａ
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Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
そ
う
ま
地
区
管
内
で
生
産
さ
れ
た
セ
リ
は
、
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
と
さ
わ
や
か
な
香
り
が
特
徴
で
す
。

　
セ
リ
の
独
特
の
香
り
の
成
分
に
は
胃
を
丈
夫
に
し
た
り
、
解
熱
・
解
毒
の

作
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
葉
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
ロ
テ
ン
、
鉄
な

ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
貧
血
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
食
べ
方
は
、
鍋
は
も
ち
ろ
ん
、
天
ぷ
ら
、
お
ひ
た
し
な
ど
が
オ
ス
ス
メ
で
、

根
っ
こ
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
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組合員のみなさまへ
JAは農家以外のみなさんにも開かれた協同組合です。

准組合員
農業以外の仕事をしている
方で住所又は勤務先が

管内に在る方
（JAに出資している方）

組合員で
ない方

JA利用の制限が発生する
場合もあります

正組合員
農業を営んでいる方、又は
農業に従事している

方です
（JAに出資している方）

地域に根ざした協同組合です

※法人含む

福島地区 伊達地区 安達地区 そうま地区 合計

基準日：令和3年8月31日◆JAふくしま未来組合員数・集落組織数

9,507
16,176
25,683
575

10,653
19,130
29,783
476

11,249
7,311
18,560
437

14,115
6,196
20,311
255

45,524
48,813
94,337
1,743

正組合員数

准組合員数

組合員合計

集落組織数

未来への 心をつなぐ パートナー
“農をはぐくみ 地域をつなぐ”

JAふくしま未来経営理念

私たちは「農業王国ふくしま」の新たな創造に挑戦します。
くらしの豊かさと安心を追及し、笑顔あふれる地域を未来へつなぎます。
私たちは、みなさま一人ひとりの心をつなぐパートナーの役割を、

誠実·確実に果たしてまいります。

一. ふるさと福島を愛し、豊かな自然、水、光を未来へつなぎます。
一. 創造と挑戦により、多様な農業·文化を次代につなぎます。
一. 豊かな暮らしを創るため、協同活動の和をつなぎます。
一. 地域の笑顔をいつまでも、人と人、心と心をつなぎます。

集落組織等の活動を通じ、JA運営に意思を反映しよう！！

総代になって、JA運営に積極的に参画しよう！！

JAの基本理念をみんなで共有しよう！！
「食と農、地域を守る」「より良い環境を未来へつなぐ」

詳しくは、次ページをチェック

集落組織って何？
総代って何？

組合員には「正組合員」と「准組合員」の2種類があります。
「正組合員」の資格要件は農業を営んでいる方、又は、農業に従事している方、「准組合員」の
資格要件は地域に住む農業以外の仕事をしている方で、JAに出資金（1口1,000円以上）を払
い込み、その他の手続きをすることで組合員に加入することができます。
「正組合員」も「准組合員」もJAのいろいろな事業サービスや施設を使うことができます。
「准組合員」は、「正組合員」と違い、総代会での議決権や役員の選任などJAの運営に直接関
与することができませんが、地域を支える協同組合の仲間たちです。

組合員類型·位置付け 農業振興

農業者と地域住民の
連携で地域農業を振興

農業振興の主人公
● 担い手経営体
● 中核的担い手
● 多様な担い手

正組合員
（農業者）

農業振興の応援団農業や地域経済の発展を
共に支えるパートナー

准組合員
（地域住民）

地域振興

地
域
振
興
の
主
人
公

特集

　准組合員は、JA事業の利用や地域の農産物を食べることを通じて、
正組合員とともに、地域農業とくらしを支えるパートナーです。
　「地域農業の応援団」としてご賛同をお願いします。
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総代の役割とは

集落組織の役割·機能とは

総代会

食の
安心・安全
について

問い合わせ先

　総代は、JAや地域の将来につながる重要な役割を担います。
JAの運営や事業活動は組合員のために行われています。どのよ
うなJAにしたいのか、その方向性を組合員の総意をもって決め
る必要があります。
　そこで、正組合員の中から選ばれた代表＝総代が出席する総
代会を開き、JAの運営方針など重要事項を決定します。そのた
め、総代会はJAの最高意思決定機関といわれています。総代会
の決定は、JA事業と深くかかわる地域社会の将来にも関係しま
す。総代になることは、組合員の声をJAに反映させることはもち
ろん、地域活性化·農業振興の将来にもつながる重要な役割です。
　また、全国的に女性の活躍が大いに期待されています。女性
総代の選出に積極的に取り組みましょう。

　集落組織は、地域ごとに組織された地縁的な組織
で、地域により「農事組合」や「農振会」「支部」
などさまざまな名称で呼ばれております。（名称に
ついては、統一に向けて現在検討中です。） 集落単
位毎の共同体がほぼそのままJAの組合員の基礎的な
組織となっており、組織面（意思決定機能）、事業
面（共同購入取りまとめなど）、情報伝達機能から、
JAの最も重要な基礎組織として位置付けております。
　また、集落組織には大きく分けると①JAへの意
思反映機能・JAからの情報伝達、②集落の自治組
織（行政的）機能、③農政の実行組織的機能の3
つの役割・機能があります。

①正組合員の中から選出されます。
　総代の定数は、1，000人で任期
は3年となっています。
　総代は、農業に携わり、地域のリ
ーダーとして農業の振興や地域
活性化に前向きな人を選出しま
しょう。

③地域に情報をつなぎ、日々のJA活
動や勉強会、事業座談会、支店運
営委員会へ参加し、組合員の意見
等を取りまとめます。

②総代に就任。

④JAの意思決定をする機関
の総代会に出席し、JA運営
に参画します。

⑤総代会の結果を、集落の組合
員へフィードバックいたします。
　また、3年後には次の総代へ
バトンタッチします。

総代として、JA運営に参加しよう！
総代の流れ

JAは、組合員組織活動の活性化と支店協同活動の展開を重点に、
組合員の参加・参画の「場」をつくり、正・准すべての組合員を対
象として、組合員の意思反映・運営参画を進めております。
これにより、組合員が地域農業と協同組合の理念を理解し、JA
の支店·事業所等を拠り所として、積極的に事業を利用し協同活
動に参加·参画していただき、JAの組織基盤を強化し、「地域に
根ざしたJA」を目指しております。

組織基盤強化と組合員の参加·参画の促進
食と農を基軸として地域に根ざした協同
組合として、助け合い精神のもと、持続
可能な農業と豊かでくらしやすい地域
社会の実現

JAが目指すもの

· 農業者の所得増大
· 農業生産拡大
· 地域の活性化

基本的な機能

集落の
自治組織

（行政的）機能

農政の
実行組織的機能

JAへの
意思反映機能
JAからの

情報伝達機能

集落機能
集落組織の会合

集落·地域活動の展開

集落のコミュニティ活性化

集落の意見集約

おもな活動
●役員会等
●農地、用水等の管理·整備作業
●病害虫、鳥獣害対策

JAと連携した活動
●座談会、研修会、指導会、JAまつり等
●支店協同活動等
●農業振興·地域活性化活動等

意思集約
意思反映

情報伝達

事業利用
協同活動参加

基本的な役割

総代選出

JA役員選出（理事・監事）

組合員への情報伝達

組合員の意見のとりまとめ

事業推進·協同活動の実施等

● 組合員の意思反映
● JA事業へ運営参画
● リーダーの育成
● JA事業へ運営参画
● JAからの案内等の周知、配布·回覧
● 座談会等通じて情報発信
● 集落の組合員へのかけ渡し役
● 集落の意見等とりまとめ役
● 地域農業活性化への中心的役割
● JA事業への理解と協力

（総合）支店·
営農センター機能

支店運営
委員会

集落組織
代表者会議

営農座談会
事業座談会

理事会

本店機能

本店運営
委員会

最高意思
決定機関

総代会

地区本部
機能

地区本部
運営委員会

各地区本部
代表者会議

組合員の意思反映
組合員の運営参画

集落組織代表者をはじめ各組織代表者·各運営委員のみなさまは、JAと組合員·
地域住民間のかけ渡し役·情報伝達を担う大切なパイプ役です。

ふくしま未来農業協同組合 総務部 地域支援課　TEL 024-573-1004　FAX 024-529-6638
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Ｊ-ＦＡＰポイント★
セリにはビタミンＣ
やミネラルが豊富。
免疫力を高め、活性
酸素の働きを抑える
ことで、老化防止や
お肌のうるおいを保
つ効果があります。

●セリ ･･････････ 1/2束
●パスタ ･････････100g
●タコ ･･･････････ 適量
●ニンニク ･･･････ １片
●鷹の爪 ･････ お好みで
●塩コショウ ･････ 適量
●オリーブオイル･･･ 適量

材料（1人分）

季節香る
セリとタコの
ペペロンチーノ

　作り方
❶セリを流水でよく洗い、食べやすい大きさに切
ります。タコも食べやすい大きさに切っておき
ます。
❷ニンニクはみじん切りにします。
❸大きめの鍋にお湯を沸かしパスタを茹でます。
パッケージに記載されている茹で時間より１分
ほど短めに茹でます。
❹フライパンにオリーブオイルを入れ、ニンニク
と鷹の爪を入れます。
❺香りが立つまで炒めたら、茹で上がったパスタ
を混ぜ、そこにセリとタコを加えます。セリの
歯ごたえと香りを残すようサッと混ぜます。
❻塩コショウで味を調え、お皿に盛りつけたら完
成です。

　相馬せり組合に所属する加藤さん。相馬市
の圃場でセリを栽培しています。
　震災以降面積を減らし、現在は10ａで栽
培。需要が高まる12月に出荷できるよう調整
し栽培に取り組みます。
　加藤さんおすすめのセリの食べ方は、みそ
汁にとれたての生セリを刻んで入れる食べ
方。香りと食感が楽しめます。

J
-F
A
P

ふ
く
し
ま
魅
力
発
見 vol.

09

ふ
く
し
ま
の

お
い
し
い

楽
し
い

届
け
ま
す

J-FAP（ジェイ ファップ）は、
JAふくしま未来の職員で構成されたPR
チーム。「JAふくしま未来農産物PR」
という意味の英語「JA FukushimaMirai 
AgriculturalProducts PublicRelations」
が由来です。管内の農産物の魅力をお
届けする中で、生産者や消費者と良好
な関係づくりを目指していきます！

相馬市でセリを栽培し
ている加藤恵久子さん
に、旬を迎えるセリの魅
力を聞いてきました。

剛宜
ごうき

Ｊ-ＦＡＰ

今年の生育はどうですか？

今年は今のところ台風の影
響がなく、とても順調に生
育しています。

Q

A

新鮮なセリの見分け方を
教えて下さい。

根っこの白いものが、鮮度
が高いです。日にちがたつ
ごとに根っこが茶褐色に
なってきますので、そこを
見極めるといいですね。

Q

A

セリに対するこだわりを教えて下さい。Q

セリは水で育つので、１番のこだわりは水で
す。各農家が地下から汲み上げたキレイな水
を使っています。水がキレイだとセリもおい
しくなります。

A

加藤さん、いつもおいしいセリを生産

していただきありがとうございます。

これからもよろしくお願いします！

YouTube「みらいろチャンネル」

★農家におじゃまします！
★J-FAPクッキング
動画公開中！ご覧ください。

J-FAP
クッキング
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９
月
下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に

か
け
て
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

2021

9-10
month

ト
ピ
ッ
ク
ス

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

　

米
価
下
落
に
よ
る
収
入
減
少
に
対
す

る
生
活
・
生
産
支
援
や
米
の
消
費
拡
大

へ
の
取
り
組
み
な
ど
６
項
目
の
支
援
を

要
請
。
６
日
伊
達
市
役
所
で
行
っ
た
要

請
で
は
、
須
田
市
長
は
「
ふ
く
し
ま
の

米
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
、
農
地
を
守
っ
て

い
く
。
農
家
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
対
応
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
数
又
清
市
組
合
長
、
深
谷
元

雄
伊
達
地
区
役
員
代
表
、
佐
藤
博
元
営

農
経
済
担
当
常
務
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
持
続
的
な
営
農
確
立
に
向

け
、「
米
の
需
給
緩
和
改
善
お
よ
び
価
格

安
定
に
関
す
る
緊
急
要
請
」
と
し
て
管

内
12
市
町
村
首
長
へ
要
請
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
米
の
需
要

量
の
減
少
は
加
速
し
て
い
て
、
民
間
在
庫

は
過
大
な
在
庫
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
給
環
境
の
改
善
に
は
生
産
削
減
が
必

要
と
な
り
、
米
生
産
農
家
や
地
域
経
済
へ

の
影
響
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
６

日
か
ら
順
次
、
各
市
町
村
を
Ｊ
Ａ
役
職

員
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
味
覚
ブ
ド
ウ
が
本
格
的
な
出
荷

を
迎
え
て
い
ま
す
。
福
島
県
の
内
堀
雅

雄
知
事
を
表
敬
訪
問
し
、
管
内
で
生
産

さ
れ
た
ブ
ド
ウ
が
今
年
も
高
品
質
な
出

来
栄
え
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
や
濱
田
賢
次
専
務
、

佐
藤
博
元
常
務
、
安
斉
弘
幸
部
長
、
農

産
物
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
「
Ｊ
―
Ｆ
Ａ
Ｐ
（
ジ
ェ

イ
フ
ァ
ッ
プ
）」
の
渡
邊
塁
さ
ん
ら
５
人

が
県
庁
を
訪
れ
、
内
堀
知
事
へ
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
と
「
ピ
オ
ー
ネ
」
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

数
又
組
合
長
は
「
凍
霜
害
の
影
響
も

心
配
さ
れ
た
が
、
今
年
も
高
品
質
な
ブ

ド
ウ
に
仕
上
が
っ
た
。
Ｊ
Ａ
管
内
の
秋
の

味
覚
を
ご
賞
味
い
た
だ
き
た
い
」
と
出

来
栄
え
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

内
堀
知
事
は
「
ど
ち
ら
の
品
種
も
「
ふ

く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
」
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
る
。
県
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
、
多

く
の
人
に
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

10月13日

高
品
質
な
出
来
栄
え
報
告

内
堀
知
事
へ
ブ
ド
ウ
贈
呈

▲�伊達市長へ支援要請

▲�二本松市長へ支援要請

▲�家の光記事を朗読する各地区の代表者

▲�練習の成果を発表する部員ら

▲�グランドチャンピオンに輝いた
「ちょこ」と佐藤さん（写真中央）

▲�折り紙でフラワーリースを作る会員

▲�内堀知事㊥にブドウを贈呈する数又組合長
（左から2人目）ら

▲�感想を話す内堀知事㊧

10月6日

12
市
町
村
へ
要
請
活
動

米
の
需
給
緩
和
改
善
お
よ
び
価
格
安
定
に

関
す
る
緊
急
要
請

　

女
性
部
北
福
島
総
合
支
部
余
目
支
部

の
目
的
別
グ
ル
ー
プ「
余
目
ク
ラ
ブ
」は
、

北
信
支
店
で
手
芸
作
品
作
り
を
行
い
ま

し
た
。

　
『
家
の
光
』
２
０
２
１
年
４
月
号
掲
載

の「
折
り
紙
で
作
る　
フ
ラ
ワ
ー
リ
ー
ス
」

を
参
考
に
、
同
ク
ラ
ブ
の
高
橋
美
代
子

会
長
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
会
員
12

人
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
色
を

使
い
リ
ー
ス
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛
が

続
い
て
い
た
中
で
久
し
ぶ
り
の
活
動
。
会

員
同
士
顔
を
合
わ
せ
、
交
流
し
な
が
ら

楽
し
い
時
間
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

女
性
部
目
的
別
グ
ル
ー
プ
活
動

余
目
ク
ラ
ブ
手
芸
作
品
作
り

9月28日 9月28日

県
大
会
の
代
表
牛
を
決
定

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

佐
藤
さ
ん

　

第
６
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
肉
用
牛

共
進
会
を
本
宮
市
の
県
家
畜
市
場
で
開

き
ま
し
た
。
５
つ
の
区
に
雌
牛
34
頭
が

出
品
さ
れ
、
第
３
区
に
出
品
し
た
佐
藤

智
英
さ
ん
の
「
ち
ょ
こ
」
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

各
区
の
上
位
入
賞
牛
は
10
月
28
日
に

開
催
さ
れ
た
、
第
31
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

和
牛
育
成
管
理
共
進
会
へ
Ｊ
Ａ
代
表
と

し
て
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
達
地
区
本
部
と
同
女
性
部
は
、「
家

の
光
大
会
」
を
伊
達
市
ふ
る
さ
と
会
館

で
開
き
ま
し
た
。
管
内
の
女
性
部
員
や

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
ら
約
２
４
０
人
が
参
加

し
、
家
の
光
記
事
を
活
用
し
た
手
芸
作

品
の
展
示
や
活
動
発
表
、
加
工
品
の
販

売
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

家
の
光
記
事
朗
読
で
は
、
各
地
区
の

２
年
ぶ
り
に
文
化
活
動
発
表
会

伊
達
地
区
女
性
部
家
の
光
大
会
開
催

10月1日

代
表
者
７
人
が
ハ
ッ
ピ
ー
マ
イ
ラ
イ
フ

体
験
文
最
優
秀
賞
作
品
の
「
義
母
の
教

え
が
私
の
財
産
」
を
朗
読
。
文
化
活
動

発
表
会
で
は
、
大
正
琴
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

3
Ｂ
体
操
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
、
舞
踊

な
ど
、
10
グ
ル
ー
プ
が
活
動
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

ふ
れ
愛
グ
ル
ー
プ
研
修
会

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
で

「
癒
し
」を
学
ぶ

10月12日

ば
な
を
体
験
。
地
元
で
生
産
さ
れ
た
小
菊

や
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
を
使
い
作
品
を
仕
上
げ
ま

し
た
。

　

毎
年
花
育
の
授
業
を
取
り
入
れ
て
い

る
と
い
う
担
当
教
諭
は
「
自
然
や
伝
統

文
化
に
触
れ
る
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
。

動
画
の
活
用
は
、
時
間
を
選
ば
ず
で
き
る

の
が
良
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
も
も
部
会
連
絡
協
議
会
は
、
販

売
反
省
・
検
討
会
を
開
催
。
令
和
３
年

の
管
内
産
モ
モ
は
、
生
育
ス
ピ
ー
ド
が
平

年
よ
り
早
く
、
果
実
肥
大
は
適
度
な
降

雨
に
よ
り
良
好
で
大
玉
傾
向
。
糖
度
は

ピ
ー
ク
時
に
平
均
13
度
と
高
糖
度
で
推

移
し
順
調
な
出
来
栄
え
で
し
た
。

　

北
信
支
店
や
全
農
東
京
事
務
所
、
各

市
場
を
つ
な
ぎ
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
開
催
し
、

33
人
が
出
席
。
３
年
産
の
生
育
経
過
・

栽
培
反
省
、
販
売
経
過
、
次
年
度
へ
の

対
策
、
市
場
か
ら
の
要
望
等
を
協
議
し

ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
産
地
づ
く
り

に
は
、
栽
培
意
欲
の
向
上
や
新
規
就
農

者
を
増
や
す
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
関
係
機
関
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
福
島
市

の
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
17
項
目
か
ら
地

域
貢
献
を
学
び
、
今
後
の
女
性
部
活
動

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
約
１
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
女
性
部
本
部
の
千
枝
浩
美
部
長
は「
女

性
部
活
動
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
17

項
目
す
べ
て
に
貢
献
で
き
ま
す
。
今
回

の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
活
動

に
い
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

10月6日

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
理
解
を
深
め
る

「
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」開
催

　

福
島
地
区
は
福
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
民

報
コ
ー
ス
で
第
６
回
組
合
長
杯
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
ハ
ー
フ
集

計
と
し
、
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
で
は
須
田
孝
枝

さ
ん
（
福
島
南
支
店
管
内
）、
イ
ン
コ
ー

ス
で
は
佐
藤
鉄
太
郎
さ
ん
（
福
島
南
支
店

管
内
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
組
合
員
約
１
３
０
人
が
参

加
。
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
は
福
島
地
区
の
永
澤

信
弘
役
員
代
表
、
イ
ン
コ
ー
ス
は
宝
槻
直

志
専
務
の
始
球
式
で
ス
タ
ー
ト
。
ア
ウ
ト

コ
ー
ス
２
番
、
イ
ン
コ
ー
ス
13
番
に
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
表
彰
式
は
開
催
せ
ず
、

プ
レ
ー
終
了
後
賞
品
の
受
け
渡
し
を
行
い

ま
し
た
。
最
高
齢
賞
で
は
玉
木
研
介
さ
ん

（
川
俣
支
店
管
内
）が
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

10月8日

晴
天
の
も
と
開
催

福
島
地
区
第
６
回
組

合
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

10月1日

生
育
前
進・大
玉・高
糖
度

令
和
３
年
産
モ
モ

反
省
・
検
討
会

　

管
内
の
小
学
校
で
展
開
す
る
花
育
授

業
。
今
年
度
は
感
染
症
対
策
の
た
め
、
Ｊ

Ａ
が
運
営
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
「
み
ら

い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
い
け
ば
な
の
実
技

を
配
信
し
、
授
業
で
の
活
用
を
勧
め
て
い

ま
す
。
動
画
は
約
14
分
。「【
花
育
】
心
を

育
て
る
花
育
動
画
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
㈱

福
島
花
き
の
阿
部
ひ
ろ
み
取
締
役
が
花
の

切
り
方
や
生
け
方
な
ど
い
け
ば
な
の
心
得

を
教
え
ま
す
。

　

二
本
松
市
立
原
瀬
小
学
校
の
５・６
年

生
13
人
は
、
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら
い
け

み
ら
い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
活
用

「
花
育
」配
信
動
画
で
授
業

9月27日

　
研
修
会
で
は
、歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

教
育
学
博
士
の
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ

ん
を
招
き
、「
み
ん
な
地
球
に
生
き
る

ひ
と
」
と
題
し
て
、
世
界
で
お
き
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
問
題
な
ど
を
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
17
項
目
に
そ
っ
て
わ
か
り
や
す

く
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
女
性
部
役
員
か
ら
ア
グ
ネ
ス
・

チ
ャ
ン
さ
ん
に
花
束
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、

Ｊ
Ａ
の
６
次
化
商
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

伊
達
地
区
ふ
れ
愛
グ
ル
ー
プ
は
、
郡

山
市
の
ホ
テ
ル
華
の
湯
で
役
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
介
護
施
設
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
地
域
で
サ
ロ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。研
修
会
で
は
会
員
に「
癒

し
」
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
ア
ロ
マ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
今
泉
佳
奈
子
さ
ん

を
招
き
「
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
講
座
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
用
オ
イ
ル
作
り
に
挑
戦
。
完
成

し
た
オ
イ
ル
を
使
っ
て
、セ
ル
フ
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
心
地

よ
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

9月24日
震
災
復
興
見
守
っ
て

滋
賀
県
３
Ｊ
Ａ
か
ら

信
楽
焼
た
ぬ
き
贈
呈

　

そ
う
ま
地
区
本
部
と
東
日
本
大
震
災

後
か
ら
復
興
支
援
を
通
じ
て
交
流
が
あ

る
滋
賀
県
の
３
Ｊ
Ａ
（
東
能
登
川
・
滋

賀
蒲
生
町
・
湖
東
）
か
ら
、
震
災
後
10

年
を
節
目
に
、
滋
賀
県
特
産
の
信
楽
焼

た
ぬ
き
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

山
田
秀
晴
役
員
代
表
は
「
滋
賀
県
３

Ｊ
Ａ
か
ら
の
長
き
に
わ
た
る
ご
支
援
の
お

か
げ
で
相
馬
地
方
の
復
興
は
着
々
と
進

ん
で
い
る
。
今
後
も
お
互
い
が
協
力
で
き

る
良
好
な
関
係
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
感
謝
し
ま
し
た
。

▲�SDGｓについて講演するアグネス・チャンさん

▲�女性部役員たちと

▲�セルフハンドマッサージに挑戦する
参加者たち

▲�贈られた信楽焼を持つ山田役員代表㊥

▲�動画を視聴しながらいけばなを体験

▲�花材を手に考える児童

▲�リモートによる反省・検討会

▲�始球式を行う永澤代表
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

幼
稚
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ

収
穫
体
験

▲�新米をPRする濱田専務（左から2人目）佐藤常務㊧ら

▲�収穫を喜ぶ園児ら

▲�水田での撮影風景

　

株
式
会
社
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
サ
ー

ビ
ス
安
達
催
事
セ
ン
タ
ー
は
、
人
形
・

提
灯
な
ど
を
供
養
す
る
第
17
回
「
人
形
・

盆
提
灯
供
養
祭
」
を
二
本
松
市
の
Ｊ
Ａ

斎
場
あ
だ
た
ら
脇
の
農
業
倉
庫
で
開
き

ま
し
た
。

　

組
合
員
や
地
域
住
民
か
ら
、
過
去
最

高
の
人
形
２
，
５
５
２
体
、
提
灯
３
１
８

灯
、
盆
棚
14
台
が
寄
せ
ら
れ
、
二
本
松

市
の
貴
船
神
社
の
高
橋
廣
一
郎
宮
司
が

清
め
、
祓
い
を
行
い
ま
し
た
。
大
槻
育

男
生
活
部
長
ら
５
人
が
玉
串
を
捧
げ
、

供
養
を
し
ま
し
た
。

9月19日

思
い
出
に
さ
よ
う
な
ら

人
形
・
盆
提
灯

供
養
祭

　

そ
う
ま
地
区
地
域
支
援
課
は
、
相
馬

市
立
大
野
幼
稚
園
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

体
験
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
食
農
教
育
の
一
環
で
同

地
区
の
田
部
知
洋
職
員
が
指
導
し
６
月

に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
定
植
。
生
育
状
況
の
観

察
を
し
な
が
ら
大
切
に
育
て
て
き
た
も
の

で
、
園
児
ら
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
収
穫

を
喜
び
ま
し
た
。

　

同
園
の
伊
東
敏
勝
園
長
は
「
み
ん
な

で
育
て
、
収
穫
し
た
喜
び
が
食
べ
る
事
に

つ
な
が
り
、
食
農
教
育
に
つ
な
が
る
。
今

後
も
Ｊ
Ａ
さ
ん
の
協
力
の
も
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

10月6日

み
ん
な
で
楽
し
く
育
て
た
よ

　

全
国
的
な
米
価
下
落
で
管
内
の
稲
作

農
家
の
栽
培
意
欲
が
低
下
し
な
い
よ
う
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
米
の
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
新
米
の

魅
力
を
広
く
発
信
し
よ
う
と
役
職
員
が

出
演
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
撮
影
し
、
Ｊ
Ａ
が

運
営
す
る
動
画
共
有
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
上
の
「
み
ら
い
ろ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で

配
信
し
て
い
ま
す
。

10月4日

お
米
の
魅
力
知
っ
て

新
米
Ｐ
Ｒ
動
画
配
信

　

大
玉
村
の
水
田
で
お
こ
な
っ
た
撮
影
に

は
、
濱
田
賢
次
専
務
と
佐
藤
博
元
常
務
、

農
産
物
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
Ｊ
―
Ｆ
Ａ
Ｐ
（
ジ
ェ

イ
フ
ァ
ッ
プ
）
の
渡
邊
塁
さ
ん
が
出
演
。

地
域
で
栽
培
さ
れ
る
高
品
質
な
米
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
ほ
か
、
管
内
で
栽
培
さ
れ
る

米
の
品
種
や
特
徴
、
食
味
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

▲�多くの人形などが寄せられた供養祭

化
商
品
を
開
発
・
販
売
し
「
松
葉
園
」
と
し
て
の
知

名
度
や
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
高
め
て
い
ま
す
。

将
来
展
望

　

高
い
目
標
と
大
胆
な
行
動
で
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
る
大
橋
さ
ん
。
生
産
者
側
に
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
で
付
加
価
値
を
付
け
、「
ぜ
ひ
こ
の
人

か
ら
買
い
た
い
‼
」
と
思
っ
て
も
ら
い
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
持
続
可
能
な
農
業
に

繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
積
み
重
ね
の
末
に
「
農

業
は
良
い
も
の
」
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。
今
後
も
「
イ
チ
ゴ
か
ら
笑
顔
」

を
届
け
る
た
め
、
す
べ
て
の
作
業
に
情
熱
と
愛
情
を

込
め
る
松
葉
園
。
霊
山
の
新
し
い
魅
力
に
な
る
た
め
に
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
伊
達
市
中
央
に
位
置
す
る
霊
山
町
は
、
四
季
折
々
の
表
情
が
訪
れ
る
人
を
魅
了
す
る
名
峰
・
霊
山
が
あ
り
、

ふ
も
と
に
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
充
実
し
て
い
て
、
観
光
客
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
う
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
今
回
は
、
こ
の
町
で
明
治
27
年
か
ら
代
々
農
業
を
営
み
、
現
在
は
イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い

る
松
葉
園
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

株
式
会
社
　
松
葉
園

松葉園の皆さん

「イチゴから笑顔」をモットーに、
松の葉のようにつないでいく

設
立
経
過

　

30
歳
ま
で
に
会
社
設
立
が
夢
だ
っ
た
代
表
取
締
役
の
大

橋
松
太
郎
さ
ん
。
21
歳
で
家
業
を
継
ぎ
、
父
が
始
め
た
イ

チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
た
最
中
に
東
日
本
大
震
災
が

発
生
。
風
評
被
害
な
ど
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
な
が
ら
、

２
０
１
６
年
10
月
に
「
松
葉
園
」
と
し
て
法
人
を
設
立
。

法
人
化
す
る
こ
と
で
信
用
を
得
や
す
く
し
、
知
名
度
を
上

げ
、
社
員
み
ん
な
で
生
産
す
る
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
松
の
葉
の
よ
う
に

お
客
様
や
関
わ
っ
た
方
々
を
つ
な
げ
、
親
子
二
人
三
脚
で

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
営
状
況

　

メ
ン
バ
ー
は
代
表
の
大
橋
さ
ん
と
社
員
12
人
。
イ
チ

ゴ
の
中
で
も
「
甘
味
」
と
「
酸
味
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

「
と
ち
お
と
め
」
を
中
心
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
22
棟
で
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　

震
災
後
、
風
評
被
害
で
と
て
も
苦
し
み
ま
し
た
が
、

避
難
所
に
集
ま
る
方
々
が
自
分
達
の
イ
チ
ゴ
を
嬉
し
そ

う
に
食
べ
て
く
れ
た
こ
と
を
知
り
、
笑
顔
に
は
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

苦
し
い
時
だ
か
ら
こ
そ
攻
め
の
農
業
を
、
そ
し
て
多
く

の
方
に
「
イ
チ
ゴ
か
ら
笑
顔
」
を
届
け
た
い
と
い
う
強

い
願
い
か
ら
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
栽
培
面
積
も
法
人

化
当
初
の
30
ａ
か
ら
63
ａ
ま
で
拡
大
し
約
５
万
株
の
イ

チ
ゴ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
の
駅
『
伊
達
の
郷
り
ょ
う
ぜ
ん
』
名
物
「
い

ち
ご
サ
イ
ダ
ー
」
や
、
直
売
所
を
改
修
し
た
『
カ
フ
ェ

松
葉
園
』
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
感
覚
ス
イ
ー
ツ
「
フ
ロ
ー

ズ
ン
コ
ッ
ト
ン
」
な
ど
地
元
の
方
々
と
積
極
的
に
六
次

営農集団
紹介

5万株のイチゴが栽培されるビニールハウス
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みなさまの農業経営を支援する

　JA情報マネージメントは、みなさまの農業経営を支援するため、JAとの販売・購買・貯金等
の取り引き内容を、農業簿記の標準勘定科目ごとに集計して提供するシステムです。
　情報提供を希望される方は、「利用申込書」に必要事項を記入、署名・押印のうえ、最寄
りのJAにお申し込みください。
　また、確定申告等の税務資料も作成しております。希望される方は、JA情報マネージ
メントと一緒にお申し込みください。

　事業所得（農業所得）、不動産所得又は山林所得を有する全ての白色申
告の方も、売上などの収入金額と仕入れやその他の必要経費を記帳し、そ
の帳簿を保存しなければなりません。
　白色申告のみなさまも「記帳・帳簿の保存の義務化」にJA情報マネージ
メントをご活用ください。

　みなさまの税務申告の方法（白色・青色収支・青色複式）に応じたJAとの取引
データを集計して提供いたします。

★市販ソフトとのデータ連携
　JA青色申告ソフト、ソリマチ農業簿記Ver.11へJA取引データ取り込みができます

システムの特徴

取引データの提供方法
①単式簿記（収支計算）、複式簿記によるデータ提供方式が選べます。
②提供帳票（貯金出納帳、貸借対照表等）が選択できます。
③電子データによる取引情報の提供で、市販ソフトとのデータ連携ができます。

消費税申告に向けたデータの集計

○青色申告のメリット

○青色申告特別控除は次のとおりです。

課税売上・仕入れに係る勘定科目毎の
消費税額の集計をしています

　農業経営・税務申告を支援する「JA情報マネージメント」は、
みなさまの税務申告方法にきめ細やかにお答えできるシステムです。

令和3年度版

JA情報マネージメントJA情報マネージメント

組合員のみなさまへ
白色申告者にも

記帳・帳簿等の保存が
義務化されています

（1）提供データの内容（単式簿記・複式簿記による仕訳、集計が選択できます）
　①提供データ
　　　販売・購買取引データ、振込みや引落等の「貯金取引データ」等を「摘要コード」で連携させ、単式簿記によ

る収支計算、または複式簿記による仕訳により集計して提供します。
　②提供する帳票（データ）
　　ア　単式簿記による提供帳票（白色・青色10万円控除コース）
　　　　取引明細表（日々の取引の明細）、科目別集計表、損益計算書（収支決算書）、按分表を提供。希望により
　　　　貯金出納帳も提供します。
　　イ　複式簿記による提供帳票（青色55万円（65万円※）控除コース）
　　　　取引明細表（日々の取引の明細）、科目別集計表、損益計算書、貸借対照表、按分表を提供。希望により
　　　　貯金出納帳も提供します。
　　ウ　税務申告ソフトとのデータ連携
　　　　「JA青色申告ソフト（発売元：JA福島電算センター・別売）」、「ソリマチ農業簿記Ver.11」を利用するみ
　　　　なさまへ、電子化した取引データ（帳票も併せて）を提供します。

（2）消費税申告への対応
　課税売上・仕入に係る科目毎の消費税額を集計し、表示しています（科目別集計表）。

〈注意事項〉
　JA情報マネージメントを利用した農業所得の決算と申告書作成に当たっては、その他の取り引き（例えばJA以外の業者等との取り
引き）を加えることや、「按分表」を利用して、事業・家事の按分計算により適正額を算出する等の決算額の修正が必要となります。
　なお、JA情報マネージメントの利用申し込みに当たっては、みなさまの申告方法に応じた帳票類の選択と、料金のお支払い方法（引落
し口座指定等）を明記くださるようお願いいたします。

◆料金等詳しい内容は各地区農業振興課までお問い合わせください◆

※令和２年分の所得税確定申告から青色申告特別控除の適用要件が現行65万円から55万円に変わります。
なお、改正前の「65万円控除」の要件に加え、e-Taxによる電子申告又は電子帳簿保存で引き続き65
万円の青色申告特別控除が受けられます。詳細は国税庁ホームページでご確認ください。

①最高65万円の特別控除が受けられます。
②専従者給与が適正な額であれば全額必要経費に算入できます。
③減価償却費の特例があります。（取得価格の一定割合を償却する「特別償却」が経費に追加計上可能）
④家事関連費の必要経費が算入できます。（農業経営上、取引の記帳等で業務の遂行上直接必要であった
ことが明らかであれば経費に計上可能)

⑤純損失の繰り越し控除ができます。（農業所得計算上生じた(赤字)で控除しきれない金額を３年間にわ
たり繰越可能）

⑥収入保険に加入できます。

①正規の簿記の原則(複式簿記)で記帳していること
②現金主義でなく発生主義で処理していること
③記帳に基づいて作成した損益計算書（PL）と貸借対照表（BS）を申告書に添付すること
④確定申告の法定期限を守ること
⑤「e-Taxによる電子申告を行っていること」又は「電子帳簿保存を行っていること」
※上記①～④の要件全てをクリアしていても、⑤のどちらかの要件をみたしていなけれ
ば、55万円控除になりますのでご注意ください

①正規の簿記の原則(複式簿記)で記帳していること
②現金主義でなく発生主義で処理していること
③記帳に基づいて作成した損益計算書（PL）と貸借対照表（BS）を申告書に添付すること
④確定申告の法定期限を守ること

青色申告へ切替ましょう。○青色申告に切り替えるには管轄する税務署に
「青色申告承認申請書」の提出が必要です。

・青色申告者で６５万円／５５万円控除の要件を満たせなかった場合

65万円

55万円

10万円

控除額 要件（申告方法等）
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JAの
農業振興支援事業を活用

取り組み前年対比（％） 収穫数量：125％増

福島地区
栽培品目・面積

キュウリ生産者
施設キュウリ 50ａ

JAでは、2億円の予算を確保し、農業振興支援に取り組んでいます。
事業を活用し農業所得が上がった事例を紹介します。

優良事例農業所得
アップ⬆
優良事例

営農情報

項　　目 　内　　　　　容
活用した支援事業 野菜生産拡大助成事業　施設導入助成

事業活用前の課題 専従者の増加に伴い、経営規模の拡大方法及び方策

取 り 組 ん だ 方 策 大型鉄骨ハウスを建設し、栽培面積を増加。所得の向上に努める

令和元年実績 販売数量 加温キュウリ　68t/40a　　抑制キュウリ　40t/40a　　合計　108t/80a

令和２年実績 販売数量 加温キュウリ　85t/50a　　抑制キュウリ　50t/50a　　合計　135t/100a

費　　　　　　用 大型鉄骨ハウス（付帯設備を含む）21,120千円のところ、JA助成により20,220千円で導入。

取り組み後の成果 専従者増加分を施設面積の増加により補い、経営の安定につながった。

農 家 コ メ ン ト 大型鉄骨ハウス建設に踏みきることができました。今後も環境制御技術の習得に取組み反収のアッ
プを目指して行きたい。

担当営農指導員又は担い
手渉外担当者コメント

大型施設は、導入時の費用が大きい。ＪＡとして、少額ではあるが、農家・組合員様の助けとな
るよう今後も、情報提供を継続していきたい。

せり情報

販 売 情 報

和牛せり市場
乳牛せり市場
ワンポイントアドバイス

　これからの時期、寒気の
影響によって子牛や親牛の
身体への負担が多くなりま
す。被毛が汚れていると寒
さの影響を強く受けるの
で、身体を汚さない工夫と
冷たい床に直接触れないよ
うにし、稲わら・おがくずを
多めにして寒さへの対策を
取りましょう。

牛舎の敷料は多めに

■ＪＡふくしま未来実績（開催日　10月5日・6日）� 単位:円（税込）

性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 73 72 656,165 1,325,500 218,900 281 2,332 287 628,970 27,195
去 95 94 799,255 1,155,000 453,200 308 2,597 280 756,235 43,020
計 168 166 737,192 1,325,500 218,900 296 2,488 283 694,891 42,301

■福島県家畜市場（開催日　10月5日・6日）� 単位:円（税込）
性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 344 338 661,357 1,325,500 218,900 285 2,319 285 649,617 11,740
去 421 417 798,046 1,168,200 251,900 313 2,546 280 772,041 26,005
計 765 755 736,853 1,325,500 218,900 301 2,450 282 717,730 19,123

■乳牛せり市場（開催日　10月18日）� 単位:円（税込）
成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比

登 録 牛 - - - - - - 82,500 -
Ｅ Ｔ 和 雌 2 502,700 522,500 482,900 114 4,429 479,050 23,650
Ｅ Ｔ 和 雄 7 584,415 689,700 456,500 101 5,811 490,600 93,815
乳  雌  牛 1 8,800 8,800 8,800 62 142 19,800 -11,000
乳　 雄　 牛 24 110,000 152,900 53,900 72 1,525 99,000 11,000
F1雌（スモール） 55 150,380 205,700 20,900 71 2,109 188,678 -38,298
F1雄（スモール） 49 184,485 276,100 126,500 74 2,481 232,723 -48,238

『アスパラガス』
新規栽培者向け説明会のご案内
☆アスパラガス栽培に少しでも興味のある方は、是非ご参加ください

JAふくしま未来アスパラガス部会連絡協議会　

①開催日時・会場
　【伊達会場】伊達地区本部（２F大ホール）（伊達市保原町 7丁目 33-3）
 　　　　　　 令和３年 11月 24日（水）午後 1：30より
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※伊達地区営農経済課　TEL 024-575-0112　
②開催日時・会場
　【安達会場】安達地区本部（３F会議室）（本宮市本宮字戸崎 41）
　　　　　　 令和３年 11月 26日（金）午後 1：30より
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※安達地区営農経済課　TEL 0243-33-2785

※営農部 園芸課　TEL 024-573-2905

保険料助成スケジュール（個人の場合）

例えば、基準となる収入金額が５００万円の場合、
保険料約４．４万円  ⇒ 1/3の約１．５万円を助成

福島県農業共済組合 県北支所 ＴＥＬ 024-544-2711
保原会館 ＴＥＬ 024-572-5733

安達支所 ＴＥＬ 0243-23-7777
相馬支所 ＴＥＬ 0244-23-6236

お問い
合わせ

収入保険収入保険

福島県独自の保険料助成措置があります！【収入保険への加入を検討中の皆様へ】

は、様々なリスクから農業経営を守ります。

対象者

【令和３年１２月末まで】
加入申請に併せて保険料助成申請書
を提出

【令和４年１月～３月】
令和２年収入と過去収入の比較
および助成金の計算

【令和４年４月頃】
ＮＯＳＡＩより、該当者へ助成金
の交付（口座振込）

加入者が負担する保険料（積立金を除く）
の 1/3を助成します！

自然災害で減収 為替変動で大損 病虫鳥獣害などで収量減 病気で収穫不能

倉庫の浸水被害 取引先の倒産 盗難や運搬中の事故 市場価格が下落

令和４年から収入保険に初めて加入される方で、新型コロナウイルス感染症等の影響により、
令和２年の農業収入が、過去の農業収入と比較して１０％以上減少した方

19 18



　
国
見
町
西
大
枝
地
区
で
農
業
を
営

む
鈴
木
真
梨
子
で
す
。
子
育
て
も
落

ち
着
い
た
５
年
前
、
義
父
に
「
農
業

や
っ
て
み
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
就
農
し
ま
し
た
。

現
在
は
夫
と
義
父
母
、
３
人
の
息
子

達
と
暮
ら
し
な
が
ら
、
あ
か
つ
き
を

中
心
と
し
た
10
品
種
の
モ
モ
と
蜂
屋

柿
中
心
の
あ
ん
ぽ
柿
を
3.7
　ha
の
園
地

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
基
本

的
に
義
父
と
行
っ
て
い
て
、
農
繁
期

に
は
家
族
や
地
域
の
方
々
に
も
お
手

伝
い
い
た
だ
き
、
全
て
Ｊ
Ａ
へ
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　
嫁
ぎ
先
は
代
々
続
く
農
家
。
実
は
私

の
実
家
も
農
家
で
、
幼
い
頃
か
ら
少
し

ず
つ
手
伝
い
な
が
ら
農
業
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
本
格
的
な
就
農
後
は
師
匠

で
あ
る
義
父
の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
も
と
、
日
々
作
業
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　
何
事
も
早
め
の
行
動
を
心
が
け
、
目

に
見
え
る
目
標
を
立
て
る
こ
と
で
、
心

と
体
に
余
裕
が
生
ま
れ
ま
す
。
無
理
の

な
い
作
業
工
程
は
体
が
資
本
の
農
家
に

と
っ
て
、ケ
ガ
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
、

高
品
質
な
農
作
物
の
栽
培
に
繋
が
る
と

考
え
ま
す
。
自
然
が
相
手
の
農
業
で
す

の
で
、
全
て
が
順
調
に
い
く
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
が
想
い
を
込
め

て
育
て
た
モ
モ
を
息
子
た
ち
が
美
味
し

そ
う
に
食
べ
る
姿
や
、
全
国
の
消
費
者

か
ら
届
く
「
美
味
し
い
」
と
い
う
声
が

私
に
と
っ
て
最
高
の
ご
褒
美
で
す
。
農

業
っ
て
と
て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
す
よ
！

　
全
国
的
な
課
題
で
す
が
、
こ
の
地
域

で
も
高
齢
化
に
よ
る
農
家
の
離
農
が
進

み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
耕

作
放
棄
地
が
増
え
、
残
念
な
が
ら
綺
麗

な
風
景
や
豊
か
な
自
然
が
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
今
後
は
果
樹
産
地
維
持
の

た
め
、
も
っ
と
栽
培
ス
キ
ル
を
磨
き
、

機
械
を
活
用
し
た
農
作
業
の
省
力
化
で

栽
培
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
の
孫
、

ひ
孫
の
世
代
ま
で
豊
か
な
自
然
で
た
く

さ
ん
遊
べ
る
よ
う
な
環
境
を
残
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
何
で
も
で
き
る
義
父
を
目
標
に
、
将

来
的
に
は
息
子
た
ち
に
目
標
と
さ
れ
る

母
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
！

プロフィール

今
後
の
目
標

心
と
体
の
余
裕
が
高
品
質

栽
培
に
繋
が
る

義
父
に
背
中
を
押
さ
れ

農
業
女
子
の
道
へ

国見町西大枝

鈴木　真梨子さん（38歳）

すず  き　　　 ま　り　こ

▲最終摘果を行う真梨子さん。間もなく特産のあんぽ柿生産が始まる

▲あんぽ柿生産を前に燻蒸棚を丁寧に掃除

▲乗用草刈り機でモモの園地を管理▲義父富男さん㊨から摘果を学ぶ真梨子さん

▲綺麗に管理されたモモ園地

農業で活躍する
女性を紹介

農業
女子

のうぎょうじょし

09
vol.

子供たちに目標と

される母になる
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鈴木 恵美子さん（伊達市保原町）

鈴木 美江子さん（伊達市梁川町）佐藤 ヨシさん（二本松市）橘 美知子さん（伊達市梁川町）但野 ヨオ子さん（南相馬市鹿島区）

今野 廣子さん（南相馬市鹿島区）五賀 友子さん（南相馬市鹿島区）佐藤 久子さん（二本松市）桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区）

山田 ひで子さん（伊達市保原町）清野 八智子さん（伊達市保原町）

（順不同）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

作品募集中

絵手紙、短歌、俳句、川柳の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキまたは封書にて、
お送りください。また、「みらいろ」を見てのご意見、ご感想も
お待ちしております。応募締切は11月18日（木）必着です。
※締切に間に合わなかった方は、次月号で紹介させていただき
ます

短歌、俳句、川柳にご応募の方は、作品の種類をご明
記ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東1-1

JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

ご応募いただいた作品は、JAの農産物直売所で掲示させていただきま
すので、あらかじめご了承ください。

曳地 美雪さん（伊達市梁川町）

加藤 洋子さん（二本松市）

鈴木 栄子さん（伊達市保原町）岡本 家子さん（南相馬市鹿島区）

野田 好子さん（伊達市保原町）

佐藤 静子さん（伊達市保原町）今村 久子さん（伊達市保原町）武田 良子さん（桑折町）宍戸 フミさん（桑折町）

短
歌

待
ち
わ
び
て
夕
な
迎
え
し
満
月
を

雲
間
に
送
る
暁
の
空

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

伊
勢
武
者
の
定
義
の
寺
の
鐘
の
声

天
皇
塚
に
ひ
ぐ
ら
し
な
い
て

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

十
五
夜
に
萩
栗
ス
ス
キ
お
飾
り
を

夫
よ
天
空
で
月
と一
緒
に
見
て
る
か
な

佐
原 

靜
枝
さ
ん
（
相
馬
市
）

世
界
か
ら
福
島
始
発
ホ
ー
ム
ラ
ン

復
興
エ
ー
ル
金
メ
ダ
ル
二
ケ

二
瓶 

久
子
さ
ん
（
福
島
市
）

古
来
よ
り
愛
さ
れ
て
き
た
仲
秋
の

月
に
祈
り
し
コ
ロ
ナ
終
息

佐
久
間 

喜
夫
さ
ん
（
二
本
松
市
）

若
き
頃
日
本
三
高
他
岳
山

夢
中
で
踏
破
我
が
宝
な
り

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

診
察
日
待
ち
の
ひ
と
と
き
舞
い
降
る

一
句
・
一
首
を
詠
み
て
ほ
ほ
笑
む

平
田 

一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

毎
日
の
天
気
予
報
を
我
住
む
地

必
ず
見
る
や
孫
子
の
住
む
地

田
中 

里
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

に
こ
に
こ
と
同
じ
こ
と
言
う
妻
を
み
る

義
兄
の
眼
差
し
愛
と
哀
に
満
つ

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

コ
ロ
ナ
ウ
ズ
ワ
ク
チ
ン
進
み
安
堵
に
も

平
和
を
願
い
幸
福
望
む

佐
藤 

弘
美
さ
ん
（
福
島
市
）

休
み
終
え
元
気
で
な
と
孫
は
立
ち
行
き

ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
満
つ
昼
下
が
り
に

大
堀 

ス
サ
子
さ
ん
（
新
地
町
）

秋
祭
り
太
鼓
の
音
も
遠
ざ
か
り

活
気
溢
れ
た
過
去
懐
か
し
む

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

新
蕎
麦
を
食
べ
に
ゆ
か
う
と
誘
ふ
妻

旅
行
雑
誌
を
小
脇
に
丸
め

小
田 

慶
喜
さ
ん
（
明
石
市
）

ク
ラ
シ
ッ
ク
秋
の
夜
長
に
聴
き
な
が
ら

雨
だ
れ
の
音　

地
面
を
叩
く

西
戸 

妙
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

農
業
女
子
力
で
め
ざ
せ
よ
こ
の
国
の

済
影
武
者
に
あ
や
つ
ら
れ
な
い
で

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

俳
句

孫
マ
ラ
ソ
ン
目
を
そ
ら
さ
ず
に
テ
レ
ビ
見
る

鈴
木 

記
代
さ
ん
（
大
玉
村
）

知
ら
ぬ
間
に
色
変
り
咲
く
酔
芙
蓉

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

ト
ン
ボ
追
う
身
丈
に
余
る
手
綱
振
り
て

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

コ
ス
モ
ス
に
秋
の
い
と
し
さ
し
み
じ
み
と

中
野 

里
桜
花
さ
ん
（
相
馬
市
）

寒
空
に
冬
の
訪
ず
れ
し
み
じ
み
と

鈴
木 

恵
美
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

爽
や
か
な
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス
赤
と
ん
ぼ

吉
田 

ユ
キ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

黄
金
色
実
り
を
察
し
す
ず
め
群
れ

加
藤 

慶
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

老
い
の
身
に
終
る
こ
と
な
へ
草
む
し
り

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

稲
雀
刈
り
取
り
田
群
れ
餌
を
食
う

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

さ
く
ら
ん
ぼ
丸
る
い
お
顔
が
可
愛
ね

須
賀 

深
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

蜘
蛛
の
糸
化
粧
顔
面
捕
え
ら
れ

加
藤 

慶
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

秋
晴
や
心
身
共
に
奮
い
立
つ

前
原 

ゆ
う
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

田
の
土
手
に
白
鷺
舞
い
降
り
エ
サ
を
食
む

阿
部 

勝
香
さ
ん
（
福
島
市
）

木
の
実
落
つベ
ン
チ
の
足
に
小
鳥
遊
ぶ

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

散
歩
へ
と
ド
ア
を
開
け
た
ら
に
わ
か
雨

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

夕
刻
を
知
ら
せ
に
今
日
も
赤
ト
ン
ボ

畑
山 

晶
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

秋
雨
の
よ
り
そ
う
傘
の
か
え
る
道

佐
藤 

文
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

図
書
館
の
いつ
も
の
窓
辺
秋
日
和

小
田 

和
子
さ
ん
（
明
石
市
）

川
柳

続
投
を
寄
っ
て
た
かっ
て
羽
交
い
締
め

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

子
供
達
コ
ロ
ナ
を
よ
け
て
運
動
会

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

秋
野
菜
畑
巡
れ
ば一
品
ふ
え
る

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

虫
好
き
の
孫
祖
父
と
今
日
も
虫
探
し

清
水 

里
子
さ
ん
（
相
馬
市
）

み
ら
い
ろ
誌
家
族
で
読
う
す
で
な
い
で

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

車
窓
か
ら
映
す
景
色
に
季
節
感

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

稲
を
刈
る
案
山
子
の
目
線
気
に
し
つつ

遠
藤 

ゆ
う
こ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

め
に
う
つ
る
紅
葉
の
か
が
や
き
池
の
こ
い

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

コ
ロ
ナ
解
け
地
図
と
胃
散
ス
タ
ン
バ
イ

鴫
原 
美
智
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

コ
ロ
ナ
に
は
負
け
る
も
の
か
と
気
を
し
め
る

阿
部 

セ
イ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

秋
日
和
背
す
じ
伸
ば
し
て
絵
手
紙
に

志
賀 

美
恵
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

岸
田
首
相
福
島
復
興
第
一に

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

昼
食
は
妻
は
懐
石
俺
ラ
ン
チ

寿 

善
美
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

メ
ー
ル
よ
り
元
気
で
い
て
と
年
賀
書
く

加
藤 

よ
う
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

八
十
五
夫
婦
妻
運
転
で
史
蹟
な
ど

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

夏
バ
テ
が
終
わ
り
か
け
た
ら
秋
バ
テ
来

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ゴ
ル
フ
界
ト
ッ
プ
で
笑
顔
次
ガ
タ
く

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

東
電
の
ト
ッ
プ
無
罪
に
愕
然
よ

藤
原 

和
江
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

真
子
さ
ま
や一
時
金
投
げ
ア
メ
リ
カ
へ

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

七
転
び
八
起
き
を
も
っ
て
強
く
生
き

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

党
主
戦
勝
つ
は
づ
が
負
け
こ
れ
政
治

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

陸
上
の
女
の
パ
ン
ツ
セ
ク
ジ
ャ
ン
や

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

セ
、
パ
野
球
ト
ッ
プ
に
異
変
醍
味
や

デ
ク
ノ
坊
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
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清水支店
竹山 和雄さんの
お孫さん

結
ゆい

ちゃん（６ヶ月）

原町総合支店
佐々木 勇太さん、
　　　 麻美さんのお子さん

梁川総合支店
齋藤 孝光さん、
　　 智美さんのお子さん

二本松支店
安田 早織さんの
お子さん

これからも元気に
すくすく育ってね！

仲良し姉妹です♥
元気いっぱい男組。
これからも元気に
すくすくと育ってね。

律
りつ

翔
と

くん（2歳） 青
あお

叶
と

くん（５ヶ月）

拓
ひろ

舞
む

くん（5歳）

奏
かな

向
た

くん（1歳）

舜
しゅん

都
と

くん（3歳）

元気に育ってね！

愛
あい

莉
り

ちゃん（5歳） 礼
れい

佳
か

ちゃん（1歳）

創造的自己改革へのさらなる挑戦 !!　みなさまの評価・応援が私たちの力になります！力

福島大学
学生日記

　皆さんこんにちは！福島大学食農学
類 1 年生の草野雅仁と申します。いわ
き市出身です！！　
　突然ですが皆さんに食農学類の3つ
の魅力をお伝えしたいと思います。1つ
目は何と言っても食農学類の研究棟が
新しいことです。
　福島大学は5学類から成る総合大学
であり、食農学類は 2019 年に開設さ
れた最も新しい学類です。そのため施
設も新しく、実験を行う上でも最新（お
高い）の装置・器具が揃っています。
　２つ目は、教授の先生方が大変個性
的なところです。例を上げますと、講
義中に音楽が流れたり、動物の被り物
を着けたり、自分の作曲した歌を披露
したりなど専門的な講義の中に楽しさ・

面白さを詰め込んで私たちを科学の世
界へ誘ってくれます。
　３つ目は、他の大学と違い 1 年時か
ら農場実習を体験できることです。食
農学類には付属農場があり、自分たち
で野菜の苗や稲を植え、収穫すると
いった活動ができます。実習では講義
で学んだ知識を実際に生かしたり、最
新の農業器具を扱ったり、地元の農家
さんの話を聞けたりするメリットがあ
ります。
　まだまだ食農学類は歴史は浅いです
が、新しい取り組み・最新の設備・最
高の先生方に囲まれて学べる素晴らし
い環境を生かし、新しい福島の「農」
を担う人材になりたいです。

農業の現場で学ぶ
vol.09

創造的自己改革実践中!! vol.44

Instagram

　現在展開中の「第２期みらい
ろプラン」において地域農業振
興戦略の実践強化により農業
者の所得増大に向けた取り組み
を継続してまいりました。

営農関係「構造的経営改革の実践」について

食農学類の魅力

福島の「農」を担います！

福島大学食農学類1年

草野 雅仁（くさの まさと）

＠学鴇会
（がくほうかい）

SNSで
活動状況を
随時発信！

構造的経営改革の実践　（第２期における主な取り組み）

管内の施設整備の状況

花卉機械共選施設
新設R3年 6月稼働

山木屋ライスセンター
R4 秋稼働（50ha 規模）

安達地区きゅうり共選施設
新設R3稼働

全農米倉庫集出荷施設
R4年 9月稼働予定

梁川きゅうり共選場
選別機増設R3稼働
（東部広域共選場（保原）より移設）

新相馬カントリーエレべーター
建設検討中（600～800ha 規模）

飯舘ライスセンター（200ha 規模）
ラック式倉庫　R3秋稼働

小高園芸団地R4春一部稼働
小高カントリーエレベーター
R3年秋稼働（400ha 規模）

これらの拠点を核とした営農経済系店舗の機能再編を段階的に取り組みます

〇農業関連施設の取得・整備
　（ＣＥ・ＲＣ、きゅうり共選　
　   施設、花卉共選施設等）

施設整備
〇共選場・集出荷施設
　手数料の考え方の統一
〇直売所手数料の改定

手数料の適正化
〇不採算施設の営業終了
〇施設拠点の階層化

施設見直し

ふくしま未来

25 24



さらに協力店を知りたい場合は、各直売所に置いてある「協力店ガイド」をご覧ください。

みらいろポイントカード協力店で

ここではみらいろポイントカードを提示することで、サービスが受けられるお店を紹介します。

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

クトオ なサービスを受けよう！
みらいろ

ポイントカード
協力店紹介

アイフルホーム福島北店
【期間限定】桑折町展示場
ＭＹ　ＨＯＭＥとは、一人ひとりのＭＹ　
ＷＡＹを叶える場所。
アイフルホームは、こだわりをカタチにす
る家づくりを約束します。

サービス内容

実例こだわりのＭｙプラン集
を進呈

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日

T E L

桑折町字新町６番６
１０：００～１７：００
火曜日・水曜日

024-554-5336

ドローンスカイテクノ
総フライト時間2000時間の経験を活か
し、ベストアングルから撮影します。また、
ソーラー発電・屋根などの高い場所の点
検を行っております。

サービス内容

撮影料5％割引

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市飯野町青木字上才ノ内4
8：00～ 17：00
不定休
090-9424-3024

㈱ベジフルプランニング
農産物を中心に6次化商品加工いたし
ます。お気軽にご相談ください。

サービス内容

ご相談いただいた方に粗品
を贈呈

国見町

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

国見町大字石母田字下原31
9：00～ 1７：00
土曜日・日曜日・祝日
024-563-1141

マルエイりんご園
羽山高原のおいしいりんごを御賞味く
ださい。

サービス内容

特典あり

二本松市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

二本松市百目木字岩下18
9：00～ 17：00（日没まで）
年中無休
0243-56-2360

斎藤りんご園
羽山高原りんごの味、香り、風味を御堪
能ください。

サービス内容

自家製りんごジュース１杯
サービス

二本松市

住　　所
定 休 日
T E L

二本松市百目木字平175
無休
0243-56-2135

㈲太田自動車工業
オイル交換時無料点検いたします。民間
車検場・新車中古車販売、車のことなら
当店におまかせください。

サービス内容

指定のエンジンオイル（ガソリン
エンジン車のみ）50％割引、車
検定期点検時カード割引1,000
円（乗用車・軽自動車対象）

二本松市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

二本松市太田字守山119-6
9：00～ 18：00
火曜日
0243-47-3211

北洋舎クリーニング
宇多川店
宅配サービスを承っております。
布団、着物、革製品のクリーニングも取
り扱ってます。

サービス内容

クリーニング定価の20％割引
（布団・着物・特殊品は除く）ク
リーニング宅配料サービス（新地
町～相馬市～南相馬市原町区）

相馬市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

相馬市中村字宇多川町62
10：00～ 17：00
木曜日
0244-35-6005

大野村農園
ＴＶでも話題の卵や、とれたて野菜を
販売！ギフト用の化粧箱もあり、イベ
ントや業者の景品用の他、お祝い、相馬
のお土産としても定着しています。

サービス内容

相馬ミルキーエッグ10％割引

相馬市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

相馬市大坪字西畑23-1
9：00～ 17：00
不定休
090-7574-3114

梨幸園
十六沼公園近くの直売所です。「ほんと
うの空がある福島」から育まれたみずみ
ずしい旬の果実を、真心を込めて販売致
します。

サービス内容

季節のくだもの等サービス

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日

T E L

福島市大笹生字座頭石66-1
9：00～ 18：00
7/20～ 12/15 不定休
※盆休み8/16～ 8/18
024-559-1349

みらいろポイントカードの協力店に加入いただけ
る企業や店舗を随時募集しています。
加入いただける場合や詳しい情報を聞いてみたい
場合は、企画部 企画経理課 総合ポイント係にご
連絡ください。

問合せ先　企画部 企画経理課
TEL　024-554-5507

YouTube「CHUチャンネル」
ご覧ください。

［ご見学は予約制です］
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お
知
ら
せ

　地域住民の有志が後継者不足により耕作放棄地となった農地
を活用し、地域活性化のために栽培している赤ソバ畑。丘陵地で
鮮やかに咲く花と安達太良山脈のコントラストが楽しめます。

安達地区（二本松市）

ドローンで見る
ふくしま未来09

https://www.ja-f-mirai.or.jp/link/?drone

ホームページで動画もご覧いただけます。

検 索JAふくしま未来 ドローン動画集

下川崎地区東北（とうぎた）の
赤ソバ畑

公売のお知らせ 　当組合所有の下記物件について売却することといたしましたので、希望される方は、公売要領等説明いたしますので、
11月30日まで申し出ください。

物　　件　福島市鎌田字阿良久21-4・旧福島東部営農センター・土地及び建物を現状有姿で売買
付帯条件　隣接土地（442㎡）の別途買取り（テント倉庫敷地）
お問合せ先　JAふくしま未来 総務部総務課　　TEL 024 - 554 - 5500

ＪＡ福島復興コース

PET-CTがん検診
第10期の募集を300名追加いたします。

ピロリ菌検査（便検査）、脳ドックのオプション検査もご準備し
ておりますので、この機会に受診されてはいかがでしょうか。

※リピーター割引：２回目以降のお申込の方は
５％割引き

※2021年4月より最新型デジタルＰＥＴ-CT装置を導入しました。（画質の向上で、より小さいがんの発見が期待されます。）

早期発見こそ、がん治療
最大の近道です

◆検査内容
　・PET-CT検査のみ
　 42,000円（税込）/リピーターの方は39,900円（税込）
　・PET-CT検査＋ピロリ菌検査（便検査）
　 46,000円（税込）/リピーターの方は43,700円（税込）

☎0248-22-2282（月～金 8：30～17：00）
JA福島厚生連　白河厚生総合病院　PET画像診断センター

　・脳ドック（オプション） 13,200円（税込）
◆対象者
　福島県内JAの正･准組合員とそのご家族
◆検診実施期間
　令和3年4月1日～令和4年3月31日まで

お申し込み･
お問い合わせ
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官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 ⑤年齢 
⑥職業 ⑦電話番号 ⑧JAや広報誌に関するご意見、ご要望、地域の
話題等を記入の上、上記の宛先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」 係

記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

クロスワードパズルク ス ー パ ル

正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせて
いただきます。

宛 先

応募
方法

理 事 会 報 告

編 集 後 記

JAふくしま未来の概要

組　合　員　数　（正）

　　　〃　　　　（准）

役　　員　　数　理事

　　　〃　　　　監事

職　　員　　数

准　職　員　数

出　　資　　金

事 業 実 績

購 買 品 供 給 高

販 売 品 販 売 高

貯 　 金 　 高

貸   付   金   高

長 期 共 済 保 有 高

1　石川県を代表する色絵磁器といえ
ば̶̶焼

3　出生届を出すまでに決めます
6　花などで作るハワイの首飾り
7　ホップ・ステップ・̶ ̶
8　炭を入れて使う暖房器具
10 kg、kmのk
12 はがきを買ってきて̶̶状を書い
た

14 弓に矢をつがえて狙うもの
16 ソーセージの一種。薄切りにしたも
のがピザのトッピングにも使われ
ます

18 サンタクロースのそりを引きます
20 木枯らしも颪（おろし）もこれ
22 原価に利益や経費を盛り込んで付
けます

23 まきをくべて使う暖房器具。ペチカ
はロシア風のこれです

1　一年の終わり。年の̶̶
2　広葉樹の落ち葉を発酵させて作る
ことも

3　農機具などをしまっておく建物
4　定期貯金が̶̶を迎えた
5　家事をする際に着ける前掛け
7　家を建てるときに神主さんを招い
てする儀式

9　スプリングとも呼ばれる部品
11 酒よりお菓子の方が好きです
13 無地のものには付いていません
15 お̶̶の家に回覧板を回した
17 食べ過ぎると手が黄色くなるかも？
19 大みそかの空に響く除夜の̶̶
21 プラスでもマイナスでもないことを
示す数字

応募締切

11月25日木
（必着）

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

A B C ED
カ ン ツ バ キ

先月号の答え

⬇タテのカギ➡ヨコのカギ

■ 協議事項 ■

議案第１号　食の旬みっけ課　安達地区「こらんしょ市本宮店」
の営業終了について

議案第２号　次期役員執行体制について

　今年もあと2ヶ月となりました。急に寒くなって
まいりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか？
ワクチン接種が進み、コロナ感染症が1日でも早く収
束し来年が穏やかな年になる様願うばかりです。こ
れからインフルエンザや一般的な風邪の季節になり
ます。食事や十分な睡眠を心がけたいですね。どうぞ
お気をつけて穏やかにお過ごしください。（中野）

第8回
理事会

日時 ／ 令和3年9月30日（木）
場所 ／ 摺上亭大鳥　鳳凰の間

45,441人

48,884人

53人

8人

1,169人

282人

16,383百万円

令和3年9月末現在

6,612百万円

18,275百万円

764,358百万円

203,798百万円

2,492,061百万円
園芸研究家●成松次郎

家庭菜園のススメ家庭菜園のススメ
野 菜 を つ く ろ う ！

　平鍬は 1 枚の刃が付き、耕す、整地をする、
溝を掘る、畝を立てる、土寄せするなどほとん
どの作業がこれ 1 本でできます。平鍬の背側や
側面を使って、整地作業もできます。長さや重
さが体や体力などに合った物を選びましょう。

　荒れた畑は土が固く締まり、草の根がはびこっ
ています。このような畑を起こすには、備中鍬
か唐鍬を使います。備中鍬は 3、4 本の爪に分
かれ、粘土質の畑でも土離れの良い刃型で、芋
の掘り起こしにも重宝します。唐鍬は 1 枚の細
身で肉厚の刃で、頑丈なので荒起こしに向きま
す。
　スコップは土を運ぶ、穴を掘る、堆肥・肥料
を土と混ぜるなどに使い、先のとがった剣先ス
コップは穴掘り作業に、先が平らな角スコップ
は運ぶ、混ぜる作業に適しています。

　農具はかつての「村の鍛冶屋さん」が、農作業の用途や土質に適した形に作り上げた道具です。そのため地
域によって形状がさまざま。そろえておきたい代表的な農具を紹介します。

ＪＡの営農担当者監修のもと、「これから野菜をつくってみたい！」
と考えているみなさんに役立つ情報をお届けします♪
第9回は、「畑仕事に便利な農具～快適で楽しい作業にするために～」です。

　草削りには、片手鍬、ホーとも呼ばれる半月
形や三角形の軽量な鍬があります。柄が長く立
ち姿勢で作業ができる三角鍬は、土寄せ、溝切
りにも使えます。
　草刈りには平鎌を使います。伸びてきた草を
片手でつかみ、鎌先を地際から手前に引いて切
断します。のこぎり鎌は、堅い草を刈るのに向
いています。

農具を一つ選ぶとすれば、万能の平鍬です。また、
効率良く整地作業をするには、熊手のようなレ
ーキを使います。土中の雑草の根なども除去で
きます。最後に、畝をきれいに仕上げるには、
板切れ（端材）を使い、表面をならします。

くわ

ぐわ

ぐわ ぐわ
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今月の
直売所
出荷者
さん

相馬市南飯渕

古 市 信 清 さん（77）

　ネギ、ホウレンソウ、トウモロコシを中心にダイ
コンやサトイモなど多品種の野菜75ａと水稲７ha
を栽培しています。「野菜を通して消費者に季節を
感じてもらいたい」と年間を通して、休まず栽培を
続けています。
　安全安心で味の良い、高品質な野菜を消費者に

届けるため、有機肥料を使った栽培にこだわり、
作業は妻・光栄さんと協力して二人三脚でおこなっ
ています。
　消費者から届く「おいしい」という言葉がやりが
いです。

共通イベント情報 11月27日（土）、28日（日）りんごまつり

11月17日（水）、27日（土）納豆の日

11月15日（月）、16日（火）
こらんしょ市の日

11月20日（土）、21日（日）
二本松店感謝祭

11月28日（日）、29日（月）、30日（火）
月末の市

ここら全店

11月20日（土）、21日（日）秋のスイーツフェア

みらい百彩館んめ～べ

毎週金・土・日旬の味覚の特売

ふれあい旬のひろば・旬のひろば

こらんしょ市二本松店
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